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1 はじめに
重要文化財や地方文化を後世に残すために、国や地
方自治体が管理主体となり多くのデジタルアーカイブ
システムが構築された。これらのデジタルアーカイブ
システムを、管理主体を評価軸に分類した。第一世代
は、国や研究機関が国宝や重要文化財を対象とし、特
定の場所のみで利用できるシステムであった。また、
アーカイブされるコンテンツは管理主体により決定さ
れた。第二世代では、地方自治体や地方財界により、地
方文化を対象としたデジタルアーカイブシステムが構
築された。これは、インターネットを使い利用者に公
開されたが、コンテンツは管理主体により決定された。
しかし、これでは後世に残すべき貴重な文化のある一
部分だけしか、アーカイブされていないという問題を
抱えている。そこで本研究では、利用者の身近にある
物事を利用者の判断によりアーカイブできるシステム
が必要であると考えた。つまり管理主体を利用者が担
うデジタルアーカイブシステムである。これを第三世
代型デジタルアーカイブシステムと位置づけた。
本稿では、本研究の柱である地図・動画・ユーザ参
加型について述べる。また、構築したプロトタイプシ
ステムについて説明し、地図を扱う上での問題点や解
決方法について述べる。最後に、今後の展望について
述べる。

2 研究の目的
本研究は、デジタルアーカイブシステムの情報入力
部分に利用者を参加させ、広く残すべきコンテンツを
集めることを目的とする。そして、利用者が“消したく
ない”と素朴に思う身近な情報を誰でもが簡単に残す
ことのできる映像デジタルアーカイブシステムの構築
を目標としている。そのためには、利用者が簡単に利
用できるインターフェースが必要である。そこで本研
究では、インターフェースとして地図を利用した。地
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図 1: システム概要図

図を用いることで現実の地域との整合性を担保し、従
来の文字による情報検索とは違う、情報検索を目指し
ている。現在、地図を利用した検索サービスとして、
GoogleMap[1] やYahoo! Maps[2] などが存在する。こ
れらのサービスと本研究の差異は、既存のサービスが
キーワード検索を行い、その結果を表示する手段とし
て地図を利用しているのに対し、本研究では検索の出
発点が地図であり、検索結果が動画コンテンツである。
つまり、検索結果の表示として地図を利用しているので
はなく、検索キーとして位置を利用している点である。
コンテンツは動画を中心に収録し、臨場感や現実感

を重視した。また、ネットワークのブロードバンド化
やコンピュータの高性能化により、利用者は高画質な
映像を望む現状がある。そこで、本システムにおいて
も、高画質で大規模な動画配信を行う上で問題となる
ネットワーク技術や動画伝送技術についても検討し、
実証実験を行う。最後に、これらの目的を持つシステ
ムを構築し、実際の運用を行い、システムを評価する
ことが最終的な目的である。

3 プロトタイプシステム概要
本研究で構築するプロトタイプシステムを図 1 に示

す。まずユーザインターフェースとなる地図がある。
本来は、より広い地図を準備し、多くの利用者が参加
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図 2: プロトタイプシステムの画面

できるシステムとするべきである。しかし、実装期間
やコストに制限があるため、本システムでは山形県を
対象のエリアとして選択した。また、システムの実証
実験を行うためにコンテンツが必要であるが、これに
ついては、山形県デジタルコンテンツ利用促進協議会
(YDCC)[3] の保有している山形県内の動画コンテンツ
を利用した。
本システムは、ユーザインターフェース部、動画配
信部とそれらを接続するネットワークから成るシステ
ムである。利用者はWebブラウザを用いて、本システ
ムにアクセスすると、インターフェースとなる地図が
表示される。地図にはコンテンツに対応した緑色の点
が複数表示されている。利用者は見たいコンテンツを
地図上の緑の点から選択すると、コンテンツへのリン
クが表示され、リンクをクリックすることで動画を閲
覧することができる。プロトタイプシステムの画面イ
メージを図 2 に示す。

3.1 ユーザインターフェース部
ユーザインターフェース部は、利用者からの要求を

受信し、地図の描画と制御を行う。また、地図上にコ
ンテンツの位置を表示し、その点からリンク先となる
コンテンツへと利用者を誘導する。この部分で重要と
なるのが、地図の描画と制御である。本システムでは、
地図と地図を制御する仕組みについて独自に開発する
必要がある。しかし、現在多くの電子地図システムは
高価であり、インターネット上で不特定の利用者が利
用することを禁じている。また、地図データの形式は多
数存在し、測地系やデータ形式の違いから相互変換が
難しい。そこで本システムでは、地図を表示させる描画
エンジンとして、オープンソースであるMapServer[4]
を利用した。また、地図データは、MapServerが直接
読み込みできる shapefileであり、インターネット上で

配信可能な地図データを利用した。このことにより、
安価にシステムを構築できた。
利用者は webブラウザで本システムにアクセスする

と、表示プログラムがMapServerに対して、描画命令
を発行する。命令を受けたMapServerは、レイヤー構
造や描画範囲を制御している mapfileを読み込み、複
数の shapefileから、ラスターデータを生成する。この
データが利用者の webブラウザには地図として表示さ
れる。

3.2 動画配信部
動画配信部は、YDCC の所有するストリーミング

サーバと本システムで構築したストリーミングサーバ
で構築されている。利用者は、ユーザインターフェー
ス部が表示したハイパーリンクをクリックすることで、
地図上の点から動画の閲覧へと誘導される。
本システムでは、高画質な動画を扱う。動画の伝送

はネットワークや配信サーバに大きな負荷をかけるた
め、その負荷を分散させる必要がある。そこで、別々
のネットワークに複数の配信サーバを設置し、1台の
サーバにかかる負荷を軽減する広域負荷分散手法を検
討し、実験環境の構築を進めている。

4 まとめ
本稿では、地図をユーザインターフェースに用いた、

第三世代型デジタルアーカイブシステムについての提
案した。また、構築したプロトタイプシステムについ
て、インターフェース部と動画配信部に分けて説明し
た。今後は、プロトタイプシステムの実装を進めると
共に、本システムの評価を行う。評価項目としては、利
用者参加型のデジタルアーカイブである点、インター
フェースと情報検索において地図を利用した点につい
て評価できる項目を検討する。また第二段階として、
コンテンツ保護手法への対応と時間軸の可視化を検討
する。加えて、動画配信時の負荷分散についても実験
環境を完成させ、実証実験を行う。最終的に、本シス
テムを容易に構築できる手法を検討し、ネットワーク
コミュニティーへの管理主体の移譲を検討する。
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